
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8700120002JJ/20090403

( 科目コード：8700120002JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】情報処理
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・2 年次
【担当教員】

木村 真也
藤平 威尚

【授業目標・教育方針】
・C 言語で定義されているすべての基本的データ型について理解し、適切に使い分けられること。
・C 言語の演算子（構造体に関するものを除く）の使い方を理解し、プログラム中で適切な演算子を使えるようにな
ること。
・C 言語の制御文を理解し、適切に使用できること。
・アドレスという概念を理解し、ポインタ変数を使えるようになること。
・配列変数をポインタを用いて操作できるようになること。
・文字列の仕組みを理解し、使えるようになること。
・数学関数ライブラリ、文字列関数ライブラリを使えるようになること。
・メモリの動的確保がプログラム中で適切に使えるようになること。

【授業概要】
C 言語の文法や概念について、順次解説しながら、各段階に応じた課題による実習を行う。ただし、構造体・共用体
についての部分は省く。
前期は木村、後期は藤平が担当する。

【教科書・教材・参考書 等】
カーニハン、リッチー著、石田晴久訳、「プログラミング言語Ｃ」第２版、共立出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
随時，パソコン室でプログラミング実習を行う．

【メッセージ】
各自がプログラムを読み、またプログラムを書く能力を身につけることが目的ですから、授業を聞いてそれを理解す
るだけではなく、実際に自分でプログラムを組んでみて、失敗を重ねることが大切です。
質問はいつでも受け付けますから、わからない部分を残さないようにしてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験、期末試験併せて約 40%
課題約 10%
［後期］中間試験、期末試験併せて 50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：情報処理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 復習 四則演算、if 文、for 文、while 文、関数の作り方、呼
び方。

第 4 回～第 6 回 データ型 int 型と double 型の違い。演算子（１）。
第 7 回～第 10 回 数学関数 数学関数ライブラリ。演算子（２）。
第 11 回～第 15 回 制御文 do ～ while 文、switch 文。制御文の書き換え。演算子

（３）。
第 16 回～第 20 回 配列、アドレスとポインタ アドレスとは？　ポインタ渡しの関数。二次元配列。
第 21 回～第 25 回 char 型、文字列 char 型、文字列、文字列関数ライブラリ。
第 26 回～第 28 回 プリプロセッサ プリプロセッサ制御文
第 29 回～第 30 回 メモリの動的確保 malloc、calloc の使い方。
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